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1.は じめ に
わが国の グラ フィック ・デザイ ン界 において,所 謂 「近代 デザ イン」 とい う
言葉 で明確 に把握 され得 る意識 が芽生 え はじめた その時代 に,先 駆 的な役割 を
果 た したデ ザイナー のひ と りとして,今 竹 七郎 の名 を挙 げる ことがで きる(1}。
今 竹七郎 は1905年,神 戸 市下 山手 に生 まれ た。 デザ イナ ー としての活 動歴 は,
1927年22歳の時 に着任 した大丸呉服店 ・神 戸店 の意 匠部 での仕事 を皮切 りに,
その後大 阪 の高島屋 ・宣 伝部図案課 への転出 を経 て,戦 後 も自 ら主宰す るスタ
ジオを設 立す る傍 ら,数 々 の企業 の広告や商 品デザイ ンを担 当す るな ど,一 貫
して阪神間 の地 を拠 点 に展 開 されて きた。戦前,大 阪 を中心 に頭角 をあ らわ し
はじめ たす ぐれたデザ イナー達 の多 くが,戦 後 は活動 の場 を東京 に移 してい っ
た こ とを考慮 すれ ば,今 竹 七郎が阪神 間の地 に留 ま り続 けて いるのは注 目すべ
きこ とであ り,と りわ け今竹七郎 について語 ろ うとす るな ら,こ の阪神 間特有
の風土 といっ た もの との関わ りについて触れ ないわ けに はいかない。
そ こで本稿で は,グ ラフ ィック ・デザ イン界 の先駆 者 のひ とり としての今竹
七郎 の活動 を俎上 に載 せ るため に,特 に戦前 の1920年代か ら30年代 にお ける
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彼の初期の足跡に的を絞 り,若干の考察 を試みてみたいと思う。それというの
もこの戦前の一時期に目を向けることは,取 りも直さず,今 日の社会の原型が
形成され,ま さに近代都市胎動の時代 を迎えつつあった1920年代 ・30年代の
阪神間特有の風土についても思いをめぐらすこととなり,言わば今竹七郎 を例
にしつつ,近 代都市化の波が育 くんだ 「都市美術」 とでも名づけられるべきグ
ラフィック ・デザイン界勃興の姿を,鮮 明に把握することができると考 えられ
るからである。
2.最 初期 の 活動1924-1927
既に述べたように,グ ラフィック ・デザイナー としての今竹七郎の出発点は,
1927年の大丸神戸店での勤務 からであるが,こ の大丸での活動の基盤 を形成
していたと思われる1924年か ら1927年にかけての時代について,最 初に少し
触れておきたい。
今竹七郎の現存する最 も初期の作例は,1926年11月1日に神戸 の乙女の園
社から発行された 『乙女の園』②第1巻 第2号 の中の挿画であろう。少女雑誌
という性格 をもつ 『乙女の園』には,詩や短篇 ・長篇の小説に随筆 などの読み
物が掲載 されており,寄稿者には竹中郁 らがいた。そして多 くは詩 に添えられ
た挿 し絵 といったスタイルで,計20点程の今竹七郎作になる挿画が散見でき
るのである(挿 画 には今竹七郎のサインが添 えてある)。この 『乙女の園』以
前にも,今竹七郎の挿画 は,例 えば1924年発行の同人雑誌 『桃色の園』や,
翌年の神戸宝文館の編纂による 『中等教育英語教科書』のイラス トレーション
な どがあることが,今 竹七郎 自身が綴った年譜(3)(以下年譜 と略す)に 記録 さ
れている。『桃色の園』や 『中等教育英語教科書』の挿画 も,恐 らくは 『乙女
の園』 と類似 の作風によるものだと推測で きるのだが,そ の作風 は,今竹七郎
自身も年譜に記 しているように,竹久夢二か らの影響が色濃 く反映 した もので
あった と思われる。
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1909年に,竹 久夢 二 の最 初 の画集 『夢二画 集 春 の巻』 が洛陽堂 か ら出版
されたが,こ の画集 はたち まちの うちにベ ス トセ ラー となった と言われ,そ の
後 もたて続 けに夢 二 の画 集が刊 行 されて いる。1912年に は,京 都 岡崎 公園 内
の府立 図書 館 で 「第1回 夢二 作品展」 が開催 の運 び とな り,1920年に代表作
《黒船 屋》 が生 まれて い た。1910年代 か ら20年 代 にか けて の大正年 間 を通
して,「大正 ロマ ンチ シズム の華 々 しき旗手」(4)とも呼 ばれた夢ニ ブー ムが一世
を風靡 した ことは周知 の通 りで あ り,当 時,美 術 や文学 を愛好 す る青春時代 を
迎 えよう としていた今竹七郎 が,こ れ らの竹久夢 二 の出版物 を目にし,そ の感
傷 的な世界 に憧 れ を抱 いていたで あろう ことは想 像 に難 くない。事実,今 竹七
郎 も この こ とを年譜 に おいて認 めてい るが(5),しか し何 よ りも 『乙女 の園』 に
見 られ る今竹七 郎 の挿画(図1)が,竹 久夢二 の影響下 に描かれ た ものであ る
ことを雄弁 に物 語 って いる。
『乙女 の園』 の挿画 に は,竹 久夢二 の作 品の典 型 とな って いる,ど こか もの
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憂い女性轡 手本ζ陀たであろう作例力§数多く目につく誇 質七脚 場合は・
まだ竹久夢二の作品程にな手慣れた様式化が施 されていないにしても2挿 画一
点一点に漂 う気分 は,紛れ もな く竹久夢二の作品から想を得たのもであること
がわか る。1〆
竹久夢二 にはまた,自 らの 「抒情画展覧会」のボスタeを はじめとした/¥ス
ター制作者 という一面がある。 しかしここで注目すべ きは,そ れらめポスター
が,明 治半ば過 ぎ頃からわが国のポスターの主流 を占めていた,所謂 日本画家
や洋画家の手 になる美人画調の 厂絵画主義」(6)的傾向を示している作例'(例え
ば図2の よラな日本画家 ・北野恒富庭よる1910年作のポスター)と は,作 画
態度や形茸面 においても本質的に異なマて隔るζとである・竹久夢干のポスター
には,明確に 「グラフィック ・デザイン」的な意識に連なる造型処理が行われ
ていることが見出せ得るのである。 これについては次章でも述べるのだが,例
えば今竹七郎の大丸時代のポスターや リーフレッ トの制作には,「絵画主義」
的なスタイルを脱 したこの竹久夢二の作例 と極めて近い感性が溢れていること
が指摘で きるように思われる。
ところで,今 竹七郎の最初期 に早 くも登場する見逃せない特質 は,『乙女の
園』の挿画で見 る限 りはまだ甘美な段階に留まっているにして も,幼い頃か ら
親 しんだ西欧風の生活環境の反映が見受 けられることである。それ は,一般に
理解 されているようなモダン都市 ・神戸のもつ洋風趣味化 した独特の雰囲気が
表れている点であ り,その一例 として,こ こでは 『乙女の園』の中からの興味
深い挿画(図3)を 挙げておきたい。今竹七郎 自身年譜でも回顧 しているよう
に,少年時代か ら洋風化の波の押 し寄せる神戸の風土に魅せられていた。新 し
く建て られたモダンな神戸YMCAの ビルディングや,こ こで上映 されたイタ
リア映画の想い出,そ して貿易商 を営む友人の父親が話す英語 との出会い,さ
らには女学生のコーラスや ピアノの音色など,少年時代の今竹七郎の心 を捉え
た出来事 は,す べて西欧風に彩 られていたものであったと言う。 ここに図示 し
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鑿図3
た挿画(図3)に は,竹 久夢二 の影 響か らだけで はない,自 らの生活体験 に支
え られた洋風化へ の憧 憬 のさ さやか な想 いが,具 体 的 に造型化 されて いる と思
われ る。
さらにつ け加 えておか な けれ ばな らない ことは,海 外 か らの新動向 の受容 と
して,こ の時代 のわが国 の ジャーナ リズムにバ ウハ ウスの名 が現れ は じめ るこ
とで あ る。わが 国でバ ウハ ウスが最初 に紹 介 され たの は1925年だ と言われて
い るが(7},今竹 七郎 の年譜 には,記 憶違 いはあ るにせ よ,1923年の項 目にバ ウ
ハ ウス の名 を記 し,1926年の項 目 には再 び 「子 細不 明」 としなが ら も,強 い
関心 を示 してい た ことが記 され てい る㈹。ただ当時 のわが国 の状況 を考 えれ ば,
1925年以後数 年 の時 点 で は,「バ ウハ ウスの基礎教育 の意義 は 日本人 によって
は殆 ど知 られな かっ た」(9}のが実状 で,美 術学校 な どで専 門的 な美術 教育 を受
けた経歴 をも もたない今竹 七郎 に とって も,ま さに 「子 細不明」 の ことで あっ
たろ う。 しか し少 な くとも年譜 に よる限 り,わ が 国でのバ ウハ ウス紹 介 とほ と
ん ど時 を同 じ くして,今 竹七郎 がバ ウハ ウスの存在 を知 り得 た ことは確認 で き
る と思われ る。 そ して,海 外 の新動 向 の入手が,他 の誰 か らの助 けを得 るので
もな く,独 力 で成 され ていた ことは,あ る意味 にお いて,既 に述 べた今竹七郎
自身 の西欧 に対 す る強 い憧憬 の念の産物で あった と も言 え るで あろう。 それ は
やがて今竹七郎 が,竹 久夢 二のス タイルを も超 えて,わ が国 のグラフィ ック ・
デザイ ン界 の先駆 者 として歩んで ゆ くための大 きな糧 となって結 晶するので あっ
た。
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3.デ ザ イナ ー と しての 出発 ・大 丸神 戸店 の時 代1927-1930
わずか足掛け4年 に過 ぎない今竹七郎の大丸呉服店 ・神戸店の時代ではある
が,デ ザイナー としての出発点から,日々商戦 という実践をふ まえての制作活
動に支えられて,こ の大丸神戸店時代の今竹七郎 は,確かな手 ごたえをつかん
でいたようだ。 しかもそのスター ト台が,当 時 は呉服店 とは呼ばれていたもの
の,実 態は既 に百貨店の機能 を有 していた場であったことが,後 の今竹七郎の
活動 にとって大 きな意味 をもっていたのである。百貨店すなわち欧米でのデパー
トは,「都市サラリーマン大衆が運命的現象 となった20年代においては,百貨
店 こそ時代状 況 を凝縮 した消費文化 の大 聖堂だった」(1°)と位置づけられ,
「『何々パレス』 という名 を付けた宮殿のような映画館 と同じく,大衆 に夢を
売 る場所 としてブームになった。同時に百貨店の豪華建築が,首 都 としてベル
リンの景観を 『革命的な力』で変えるほどに,都市の相貌の主要なにない手 と
なった」(11)という例 をもち出すまで もな く,わが国においても1920年代 の都
市の中で大 きくクローズアップされてくる。
周知のとお り1920年代 は,パ リ,ニ ューヨーク,ベ ルリン,ロ ンドンなど,
近代都市の原型が築かれた時代であり,それはわが国において も例外ではなく,
1919年には都 市計画法並びに市街地建築物法が公布されて,翌 年から東京,
大阪,神 戸をはじめ とする6大都市に適用の運び となり,わが国の近代都市建
設 も本格化する。そして阪神間でも,こ の近代都市化の波に呼応す るように,
百貨店 という新たな器が誕生 しはじめるのである。例えば,高 島屋が1919年
8月に,株 式会社設立を機に大阪店店舗をコンクリー ト建ての本格的な百貨店
とすることを決定し,現在 のそごうも,1919年12月に株式会社組織 となって,
なお社名 は十合呉服店 と名乗ってはいるものの,実 態はすでに百貨店へ と脱皮
をはかっていた。 さらに大丸は,1920年4月,株式会社改組の創立総会 を開
催 し,こ の後の1924年9月には,こ れらの動 きに対応す るように,日本百貨
店協会の設立 をみている。
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今竹七郎のスター ト台 となった1927年は,神戸に大丸が8階 建ての偉容で,
それ までの旧店舗か ら装い も新たに,神戸第一の百貨店 として生まれ変わった
まさにその年にあたる。 このモダンなビルディングに魅せ られるかのように,
一片の図案 を携え,今竹七郎は入店 を志したのである。即刻 この願いはかなえ
られ,意 匠部への配属 とな り,飾窓や店内装飾,催 場 の構成などを担当するこ
ととなった。翌年6月 には,大丸呉服店の商号 は株式会社大丸に改められ,文
字通 り百貨店 という呼び名にふ さわしい体裁が整 えられたが,同 時に宣伝部が
新設 されて,今 竹七郎 はこの宣伝部 に移った。
今竹七郎が大丸時代 に制作 したポスターが一点 だけ現存 している(図4)。
この作品には,『乙女の園』の中の挿画の延長線上 に位置する竹久夢二調の女
性像があしらわれているが,し かし線描はかなり整理の跡が窺 え,画面全体に
素朴な秋の気配を漂わすことにも成功している。 ところが同様の竹久夢二調の
着物姿の女性を配 していて も,既 に都市的な雰囲気を伝える画面構成を獲得す
一59一
る ところまで に至 って いるのが,図5で 図示 したダ イレク トメールで あ ろう。
大 丸時 代 の作例 は数少 な いが,中 で も特筆 すべ き1点 として,1930年作 の
クリスマ ス ・セール のダイ レク トメール(図6)が あ る。 この作例 は,今 竹七
郎 に と?.て最 もモ ダンなスタイル を手 がけた最初期 の仕事 で ある とい って いい
だ ろう。 ク リスマ ス というテーマ もさ るこ となが ら,簡 潔 な画面処理 には,ま
さに洋風文化 の流入 の地 であ ったハ イカラな港湾都市 ・神戸 のイメー ジを重 ね
合 わす ことも可能で あ るに違い ない。海 外 の同種 の作成物 に ヒン トを得 たよ う
な,今 竹七郎 の グラフ ィック ・デザイナー としての真価 を発揮 した作 例 であ る。
小品で はあ るが,デ ザイナー となって未知 の領域 を開拓 しは じめた大 丸時代 の
頂点 を形成 す るか の ような趣 きを もつ この ダイレクトメール は,今 竹七郎 に とっ
て記念碑 的な意味 をもつ仕事 のひ とつ だ と言 うことがで きるであ ろう。
さて,以 前 に も触 れてい たが,こ の大丸 での意 匠部 ・宣伝部 の仕事 内容 は,
ただグラ フィ ック関係 の宣伝広 告物 を制作 す るだ けで はな く,今 日で い う店内
のデ ィスプ レイ全般 に及 んでいた こ とを忘 れて はな らない。 勿論 こ うした背景
に は,今 日一般化 して いる細分 化の進 んだ分業 シス テムを採 用す る程人 材 に も
恵 まれ てい なか った し(年 譜 によれ ば宣伝部 員 は3名 であ った とい う),何 よ
りも,社 会的 に もデザ インに対 す る理解 が浅 か った状況 を見逃す ことはで きな
い。 だが,デ ザイ ン と商戦 とが密接 に結 びつ くことに今竹 七郎 は気 づいて いた。
それが,そ れ まで の百貨店(呉 服店)の ポス ターが,日 本 画家 や洋画 家 の手 に
な る 「絵画主 義」的性格 に支配 され ていた ことか らの解放 へ と今竹七 郎 を導 き,
「グ ラフ ィック ・デザイ ン」 の所産 として のポスター制作 を も可能 にす る手 が
か りを与 えるこ ととなったので ある。 今竹 七郎 が百貨 店 を舞台 にスタートを切 っ
た ことは,「グ ラフィ ック ・デザ イ ン」 とい う認識 を育 くむ ため に も好条件 を
そろえていた と言 え よう。何故 な ら,こ の時期 での今竹七郎 のポス ター には,
まだ竹久夢 二調が色濃 く表れ てい る とは言 え,ダ イ レク トメールの みな らず,
店 内装飾 さえ も担 当 しな けれ ばな らなか った とい う トー タルな視野か ら,今 竹
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七郎 は,言わば百貨店 という大規模な商戦に打ち勝つ術 を学ぶことがで きてい
たと思われ為か らである。
近代都市が誕生 し,大 衆消費時代へ と突入す ることが宿命づけられた1920
年代 に,大衆の消費意欲を促すためには,ポ スター一枚 をとってみτも乳いず
れは竹久夢二調 に変わる自新 しいデザインを模索 しなければならない。 この時
代,時 代の基調句であったモダンという感覚 は,す なわち洋風化のことを指し
ていたと言 えるであろう。百貨店 という新たな施設はその最先端 をゆ くまさに
「大聖堂」であり,建物 自体デ阜大で豪華な装飾を施す洋風建築の粋が集めら
れたものであっ迄 この百貨店の核 をなす商戦にふさわしいデザインを担当す
る立場 にあった今竹七邸が,後 にモダンな 「グラフィック ・デザイン」を開拓
してゆ くのは,寧 ろ自然の成行 きであったと言えるので はないだろうか。そし
て,神 戸で磨かれたデザイナLと しての可能性 をさらに試すために,今竹七郎
の活動の場が大阪へ と移されるのであった。
4.大 阪 ・高 島屋時 代1930-1940
少年時代から洗礼を受 けていた西洋風の雰囲気が満ちた神戸か ら,近代都市
へ と姿を変 えつつあった大阪の地で,今 竹七郎のモダン ・デザインは,それで
は如何なる展開を示 したのであろうか。
この時代,大 阪 はわが国で第一の大都会 となってその偉容を顕示していた。
既 に1925年に実施 の第2回 国勢調査では,大 阪市は市域 を拡張して人 口は
200万人を突破 し,関東大震災で打撃を受けた東京を追い抜 く。 この年に大阪
都市協会が創設 され,「大大阪」 という名の月刊誌 も現れた。現代,改 めてそ
の行政手腕が再評価の対象 となっている関一第7代 大阪市長 の手によって,御
堂筋が着工 とな り,今竹七郎が大阪へ と移 った1930年には,御堂筋の下 を走
る地下鉄工事 もはじめられた。今 日の大阪の原型が この時代にほぼ姿 を現 した
と言えるのだが,こ の御堂筋の南の終着点に巨大な白亜の高島屋が位置するこ
一si一
図7
図8
とになる。今竹七郎にとっても,鮮明に近代都市大阪の生成過程が心の中にイ
メージされていたことだろう。
今竹七郎の高島屋時代 は,現在 の難波の高島屋に移 る以前の長堀橋にあった
時から始まっている。その時のポスターが 《秋の百選会》(1932.図7)であ
る。先の大丸時代の竹久夢二調の女性像 とは印象が異なり,同 じ着物姿で も,
《秋の百選会》では独 自の作風の形成の跡が一 目で見て とれる。大胆 な線描
を生かしなが ら,幾分神経質な趣 きを呈 していた大丸時代の線描 とは一変 した
軽やかな筆運びが新鮮である。
ポスターに限 るならば,大 阪においては,1920年代半ばに松竹座の一連 の
ポスター(図8)の 制作で名 を馳せた山田伸吉の活躍 は見落 とせない。構成主
義風の画面処理 と松竹座のす ぐれたロゴタイプは,例 えば今竹七郎の大丸時代
のポスターにも先がけて,モ ダンなスタイルを獲得 しているかに見える。また
東京でも,1924年に結成された 「七人社」の中心作家であった杉浦非水 らの
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作例 は,「グ ラ フィ ック ・デザイ ン」 とい う観 点 か ら見 るな らば,今 竹七郎 に
先 ん じて 「グラフ ィック ・デザ イナー」 のまさ に先駆者 の名 にふ さわ しい と考
え られ るか も知 れない。 しか し本稿 の主題 ともな って いる,近 代都 市が生 み出
す 「都 市美術」 として のグラフ ィック ・デザイ ンの発生形態 に注 目す るな らば,
阪神 間の都市化 の波 に乗 る ようにして 自己 のデザイ ン意識 を育 て上 げた今竹七
郎 の場 合 は,決 して これ らの先駆者 達 の仕事 と比べ て も見劣 りす るもので もな
く,寧 ろ独力 でグ ラフ ィック ・デザイ ンの道 を開拓 してい るこ とにこそ意義 を
認 め られ もす るので あ る(12)。
今竹七 郎 はさ らに,手 描 きに よる原画 か らの印刷物 の作成 だ けで はな く(13),
写 真 を も導入 す る試 み を行 ってい る(14)。これ は恐 ら く,大 丸 時代 に写真 家の
中山岩 太 と巡 り合 い,中 山岩太 と中心 にな って結 成 した1929年の神戸商 業美
術 家協会 での活動が機 縁 になっている と思われ るが,そ の写真 を も並 用 した代
表例 として,1938年発表 の パ ンフ レ ッ ト(図9)が あ る。 この作 例 は,あ た
か も現代 におい て制作 され たのではないか と思 われ る程,突 出 した近代 感覚が
溢 れ,1930年代 の後 半 とい えど もその造型 処理 の鮮 やか さ は,驚 嘆 すべ き段
階 に達 して い る こ とが 理 解 で きよ う。 既 に紹 介 した大 丸 時代 の 《 クリスマ
ス ・セー ル》 の ダ イ レ ク トメール(図6)と 並 んで,こ の 《高島 屋果 物 の
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会》のパンフレットは,戦前の今竹七郎のグラフィック ・デザインの先見性 を
示す好例 となっている。
また,今竹七郎のこの高島屋時代を語 る上で忘れられないのが,高 島屋以外
の外部か ら依頼 を受けて行われた仕事の質の高さである。『プレスアル ト』紙
上 には,や や皮 肉めいて この ことを指摘する声 もあるが(15),事実,注 目すべ
き活動が散見で きるのである。
そのひとつに,福 田源商店 の一連のランラン油粧品の新聞広告が挙 げられよ
う。新聞広告の重要性 は,1924年にともに大阪発の毎日新聞社 と朝 日新聞社
が相次いで100万部突破のしのぎを削るなど,企業にとって も認識 を新 たにす
る広告領域 となって,1920年代から30年代にかけて高まりを見せつつあった
が,ま さにこの時流に乗 るようにして,《 ランランチック》の新聞広告が一般
大衆の目を引き付ける。
今竹七郎はこの 《ランランチック》の新聞広告のデザインは勿論の こと,
そのコピーも考案 して,そ の期待にこたえる働 きをした。例えば,全紙大の広
告である 《ランランチ ック》(1935図10)は,ユー モラスな構成の中にも
モダンな感覚を施 した文字の処理 と相 まって,そ のスマー トな大画面は新鮮な
話題 を提供 した ことであろう。 この広告は,大 阪朝 日新聞社主催 ・彩色広告競
技の特選受賞作 となり,彩色新聞広告 としても高い評価を受けていた。画面中
央 に黄色でチ ックの頭部にアクセントをつけた作例(図11)も,幾 何学的な
構成が印象深 く,文字の配列にも熟慮の跡が しのばれる秀作である。
当時,毎 日発刊される新聞広告の特性 を駆使 して,連 続的な展開の上に発表
されたグ リコの所謂 「豆文広告」(1933-1940)はユニークな試みであったが,
同様 の形式で,バ ラエティーに富んだ表現を用いた作例(図12)(図13)も,
この時代 の今竹七郎 の代表作に加 えることがで きるだろう。 とりわけ図12に
図示した黒い瞳の人物像 は,模倣する者 も現れたと言われ,今 竹七郎 も好んで
京都吉田忠株式会社の商報表紙(1938)にも繰 り返 し採用 している。
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新 聞広告 で は,こ の他 に も第5回 産 業美術振興 運動 商工 大臣賞受賞 の 《明
治 チ ョコ レー ト》(1935図14)の デザイ ンが特 にす ぐれ,グ ラフィ ック ・デ
ザイ ンを手が けるに際 しての基 本的 な要素 とで も言 うべ き,作 風 の多様性 にも
柔軟 に対 応す る姿勢が 示 され てい る。線描 を軸 に した 《 ラ ンランチ ック》の
諸 作品 と比べ て も,こ の 《明治 チ ョコ レー ト》 の面 に よる構 成 は,文 字 の処
理 とも呼応 しなが ら強 い発 言力 を獲得 してい る ことが わか る。 チ ックや ポマ ー
ドにチ ョコレー トといった外来 の新製 品 にふ さわ しい,モ ダンな近代 都市生活
の到来 を告 げる商 品に と りわ け力量 を発揮す る ことがで きたの も,今 竹七郎 の
生来 の資 質 による ところが大 きかったか らであ ろうか。
ポス ター制 作 として は,1930年代 を代表 すべ き作例 に,大 阪毎 日新聞社 主
催 の 《大毎 フェア ・ラン ド》(1936)や《世 界一 周 大飛 行》(1939図15)
とい ったイベ ン ト関係 のポス ターが ある。 いずれ も油彩 を用いて原画が描 かれ
てお り㈹,わ が 国 の この時代 の ポス ター の代 表作 に数 え られ てい る。 《大 毎
フェア ・ラ ン ド》 は多 色 の色 彩 効 果 に重 点が 置 かれ,一 方 《世界 一周大 飛
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行》 で は,画 面 の上 半部 を支配 す るダイナ ミックなニ ッポン号 の機 体 に まず 目
を奪 れ るが,し か し太陽や地球 に日の丸 の円型 と,下 部 の 「世界 一周大 飛行」
の文字 がそれ ぞれ にバ ランスの よい配置 を与 えられ,上 半部 の重苦 しさか ら視
線 を避 けるよ う巧 み に構成 に も工 夫が こらされて いる。
そ して1937年には,脇 清吉 が 「プ レスアル ト会」 を創設 し,当 時唯一 のデ
ザ イ ン ・ジャー ナル誌 『プ レス アル ト』 が創刊 され た。 関西 の,と い うよ りも
わが 国のグ ラフ ィック ・デザイ ン史 を語 る上 で も,こ のプ レスアル トのユニー
クな存在 につ いて触 れ ないわけ にはいか ないが,京 都高等工芸 学校教授 で あっ
た向井寛三 郎 は,こ の 『プ レス トアル ト』紙 に 「商業 美術 と京阪地 方」(17)と題
して,「 ともすれ ば,東 京 が中心 であ る といふ考 えに支配 され て,『銀座 文化』
のみが現代 の 日本 文化で あ るかのや うに考 へた り,従 って 『文 化的 な仕事 の模
範 は東 京 に』 といふ や うな事 にな る こ とを避 け たい と思 ふ」 と書 き,続 けて
「東京 の商 業美術 関係 の業績 につい ては,そ れが決 して現代 を リー ドす る大勢
..
図13
にあ る とは考 へ得な い。現 に ポス ター な ど,京 阪神地方 に見 る もの と,東 京 に
見 るそれ とを比 べて,ど れだ け関西が見劣 りす る といへ や う。否,こ れ は決 し
て ヒイ キ目で見 る結果 でな く,関 西 の もの 〉方が清新 であ り巧妙で ある とい っ
て よい」 とまで言 い切 り,『プレス アル ト』が,そ の関西 の業績 を記録 す る特
別 の意 味 を もつ の だ と書 いて文 章 を結 んで い る。本稿 で はこの 「プ レスアル
ト」の活動 につ いて多 くを記す ことはで きな いが,そ の活動が,理 論面 にお い
て も,当 時 のデ ザイ ン界 に刺激 を与 えていた ことを強調 してお きたい。
この 『プ レスアル ト』紙上 で,高 島屋宣伝部時代 の今竹 七郎 の論客 としての
側面が クローズ ア ップ され て くる。今竹七郎 の文章 はこの 『プ レスアル ト』紙
上 に数 多 く見出 せ るが,高 島屋 での 日々 の制作活動 を拠 り所 に 「百貨 店 の図案
家 の話」 と題 した連載 記事(ia)は,当時 の百貨 店 それ 自体 や宣伝部 の内容 につ
い て まとめ られ た貴 重 な現場報 告 となってい る。加 えて,自 らが 「お そ ら く初
めてで あ らう處 の宣伝 図案 に対 す る素描分析 を行 って きた」(19)と記 し,『広告
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界 』 に,1939年の1月 号 か ら翌年 の12月 号 にわた って計23回 執 筆 した 「素
描教室 」 とい う連続 講座 は,単 に 「宣伝 図案」 と名づ けられた領域 のみ な らず,
「アブス トラク ト ・アー トと単化面形成 への認識」(第1回),や 「近代 絵画 は
発 言す る」(第4回),「 ヴォ リュームの話」(第10回),「光画 は飛躍す る」(第
14回)な ど,広 く造 型一 般 に共通 すべ き問題 を取 り上 げて,今 竹 七郎 の視野
の広 さが窺 えて興味深 い。 ここで,今 竹 七郎 の制作姿 勢が,す なわち理論 と実
践 との両輪 を駆 使 してすすめて行 こうとす るのみな らず,積 極 的 にデザ イ ンと
純粋造 型 との関わ りについて も検討 を加 えよ うとす る志向 を もつ もので あった
こ とが理解 で きるのであ る。
これ まで,1930年代 の多 岐 にわ た る今竹 七郎 の高島屋 時代 の活動 につ いて
若 干 の考察 を加 えてみ たが,こ の1930年代 には,戦 後 の今竹 七郎 が継続 して
さ らな る展 開 を示 す活動 のエ ッセ ンスが集約 的に ほぼ出 そろ ってい た と言 って
い いで あ ろう。戦後 の特 筆すべ き活 動の ひ とつで ある住友化学 か ら発売 された
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《ダ ン》における,現代 のCI戦略の先駆 とで も言うべ きトータルなデザイ
ンへの取 り組みなどは,ま さにこの百貨店の勤務時代 に経験 した様々の要素が
基盤 となっていたと考 えられ るのである。そして現代 はまた,グ ラフィック ・
デザイナー もその多様な才能 を発揮することが要求 され,単 にグラフィック部
門だけの狭い領域で活動 を行 うのではなく,博覧会の展示計画や,行 政サイ ド
からの依頼を受 けて都市 デザインなどにも関与することも珍しくはなくなった。
日々再生されつつある住環境 を舞台 とする都市,広 場,建 築,イ ンテリアほか
広範囲の領域にグラフィック ・デザイナーの個性が動員 されている。そしてこ
れらのデザインは,商業的な成功を収めてはじめて一般に認めうれ るという厳
じい現実がある。この現代のグラフィック・デザイナーに課された トータルな
デザイ ンへの取 り組みの,戦 前 における原型の実践例が,明 確に今竹七郎 の
1930年代の活動に求められると思 うのである。
5.結 び
最初に私 は,今竹七郎 について語 ろうとするならば,大 阪 ・神戸阪神間特有
の風土 との関わ りについて触れないわけにはいかないと述べた。そして今竹七
郎を例 にとることこそ,今 日の社会 の原型が形成された1920年代,30年代の
阪神間の近代都市胎動 の時代の様相が,よ り鮮明 になる と考 えたのである。
『乙女の園』に見 られた竹久夢二調のスタイルを超えて,今 竹七郎が次々 と新
たな試 みを行っていったその1920年代,30年代のグラフィック ・デザインの
歩みの底流 には,近代都市化 という社会背景が横たわっていることは見逃せな
い。言い換 えれば,こ の時代にこそ,今 日私たちが生活する都市圏文化の原型
が築かれ,私 はこの意味 において,「モダニズム」の概念でこの時代の社会状
況を把握で きると思われるのである。
例えば,美術史上 において一般 に 「モダニズム」の概念でまとめられるのは,
特に前衛的な色彩の濃い流派が生み出す作品群に絞 られる傾向が強い。 しかし
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私 は,こ の 「モ ダニズム」の概念 を,今 日の われ われ誰 もが共有 して,無 意識
の うちに体 得 している一種 の 「都市感 覚」 と広義 に見做 し,今 日の文化 の原型
を形 成 した ものだ と解 釈 して み たい⑳ 。 この言わ ば 「モダニ ズム」精 神 の原
点 に,戦 前 の今竹七郎 の活動が位置 づ け られ る と思 えるので ある。
注
(1)本稿では,グ ラフィック・デザイン,あ るいはデザイナーという言葉を用いているが,
本稿の対象 となる第二次大戦以前は,周知のようにわが国では,まだこれらの用語は一
般化されてはおらず,商業美術や図案(家)と 呼ばれていた。しかし本稿では,戦後一
般化する 「グラフィック ・デザイシ」という意識の萌芽が,すでに戦前の1920年代 ・
30年代に芽生えはじめていると考え,あえてグラフィック・デザインやデザイナーの言
葉を用いている。
(2>『乙女の園』は,乙女の園社(神戸市山本通2丁 目)からの発行であるが,発 売元は,
神戸市元町5丁 目の宝文館であった。編輯兼発行者は林とし。
(3)『昭和のモダニズム 今竹七郎の世界』株式会社今竹編集 ・発行,1989年所収,134-
141頁。
(4)木村重圭著 『竹久夢二 現代日本美人画全集第8巻』集英社刊,1978年78頁。
(5)『昭和のモダニズム 今竹七郎の世界』136頁。
⑥ 小川正隆 「tスター百年の覚書」東京アートディレクターズクラブ編r日本の広告美術
一 明治 ・大正 ・昭和1ポ スター』美術出版社刊,1967年所収。
(7)川喜多煉七郎 「デザインブームの前を駈けるもの」日本デザイン小史編集同人編 『日本
デザイン小史』ダヴィッド社刊,1970年所収。
(8)『昭和のモダニズム 今竹七郎の世界』136頁。
(9)宮島久雄 「バウハウスと日本」『現代の眼 東京国立近代美術館ニュース亅Na196,1971
年所収。
⑩ 平井 正 「大衆文化の場 ホテルとデパー ト」平井正他著 『都市大衆文化 の成立』
有斐閣選書1983年所収,137頁。
(1D同書,136頁。
U2)山本武利は 『広告の社会史』(財団法人法政大学出版局刊,1984年)において,「流通部
門が広告主 として注目されるようになった主因は,百貨店広告の台頭にある」とし,例
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えば,「三越呉服店の百貨店宣言」(1904年)が,その先駆であったと記している(同書
103頁)。そして,1911年に図案を募集 して一等となった,橋 口五葉の作例が話題 を集
めた傑作であると位置づける(同書105頁)。確かに三越は,明治時代はじめから,「等
身大の美人画油絵の額 を掲げて広告看板の先駆」(『三越のあゆみ』,1954年)層をなして
いたが,橋 口五葉の例からもわかる通 り,美人画調の 厂絵画主義」的色彩の濃いボスタ
ーの発表が主流を形成していたようである。その他にも作者 は明らかにはし得ないが,
大阪支店では,大正末期にこども風俗が描かれたポスターと言ったものまで登場してい
るが(『三越のあゆみ』),総体としては,「絵画主義」的な作風の域は出ていなかったの
が当時の状況である。また,高島屋宣伝部での今竹七郎の前任者は,画家の高岡徳太郎
であり,彼が描いたとされる 《高島屋 ・豊太閤展覧会》(1928年)を見ても,「絵画主
義」的な域は脱していない。従って,今竹七郎が大丸,高 島屋時代に着手したポスター
は,竹久夢二からの影響があるとは言え,今竹七郎独自に,現代に連なる 「グラフィッ
ク ・デザイン」的な処理法が考案されたものと思われる。さらに,今竹七郎は,高島屋
着任の翌年(1931年)から,独立美術の林重義の主宰する月曜会で油彩画を学びはじめ
ている。これについては,当時はポスターの原画の多 くを油彩で描いたため,油彩画の
基本を学ぼうとしていたのだと自ら年譜に記 している。今竹七郎は独立展や,後 には春
陽会を舞台に,絵画制作でも活動を続けており,本稿では触れなかったが,グラフィッ
ク ・デザインと純粋造型の両面で,戦前 ・戦後を通じて活動 していることも特筆される。
⑬ 手がきによる場合,今竹七郎 は素材 として,油彩のみならず,ポ スターカラーや水彩 ・
パステル,岩絵具などを混用していると述べている(『プレスアルト』第10輯,1937)。
ω 写真を用いたポスターの最も早い作例 としては,片岡敏郎 と井上木它の制作になる大阪
寿屋洋酒店の 《赤玉ポー トワイン》(1922年発表)の ポスターがある。確かに描かれた
女性像ではなく,現実性を帯びた写真のしかも半裸体のモデルを用いたということでも
その発想 は斬新であったが,し かし,画面から受ける印象は,まだこの時代のポスター
の主流であった 「美人画調」の形式に極めて近いものだと言えるであろう。
α5)『プレスアルト』第7輯,1937年。
Us)『プレスアル ト』(Na30,1939年)に,このポスターについての今竹七郎の作品解説が
掲載されている。
U7)『プレスアルト』第6輯,1937年。
U8)『プレスアル ト1紙で今竹七郎は,こ のテーマについて3回 にわたり連載を行っている
(『プレスアルト』(Na25Nα26No.28の3回で,いずれも1939年)。
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09)『広告界』12月号,1940年。
⑫① 拙稿 「神戸のモダニズム」神戸市市長総局編集 ・発行f神戸市史紀要 神戸の歴史亅第
14号,1986年所収を参照。
※ 本稿 は,筆者が第121回意匠学会研究例会で口頭発表した「今竹七郎 戦前のグラフィッ
ク ・デザイン」を加筆 ・訂正したものである。
(1990年9月11日受理)
(やまの ・ひで つ ぐ 兵庫 県立近代美術 館)
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